
薩󠄀南浄水管理センター

発行日　令和5年6月30日

エコアクション２１

環境経営レポート

第19版　令和4年度

活動期間：令和4年4月1日～令和5年3月31日

住みよい環境づくりに奉仕する

協業組合



　　　　（２）電気使用による二酸化炭素排出の削減に取り組みます。

環 境 理 念

環 境 経 営 方 針

　　　我社は、社員一人ひとりが地域社会の一員として、事業活動を通じて

　　　地域環境保全に努め、環境負荷の削減に散り組みます。

　　　１．次のテーマを基本に環境経営目標及び環境経営計画を設定し、

　　　　 改善に取り組むと共に定期的に見直します。

　　　　（１）車両の二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

「住みよい環境づくり」を経営理念とし地域環境保全の確立に向けた
事業活動を展開することにより地球環境保全に貢献します。

　　　３．環境経営方針を従業員に周知すると共に公表します。

　　　　（３）廃棄物削減及びリサイクルに取り組みます。

　　　　（４）水使用量の削減に取り組みます。

　　　　（５）化学物質の適正管理に取り組みます。

　　　　（６）事業における環境配慮に取り組みます。

　　　２．事業活動に係る環境関連条例その他の要求事項を順守します。
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制定　　平成１７年７月１日

改定　　令和  ３年４月１日

協業組合　薩󠄀南浄水管理センター

代表理事　德永　博光
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１．会社概要（対象組織）

令和 5 令和 7

14百万円

・一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬

延床面積　365,82㎡

車両台数　47台

4月1日起算　・　3月31日決算

年 6 月 1

令和

5

4

令和 2

月

月

設  立  年  月  日 昭和60年4月1日

資　　本　　金

事　業　内　容

（認証取得範囲）

事　業　規　模

事　業　年　度

従業員数　39名

積換保管 面積：33㎥　　保管上限：20㎥（実質使用上限：17.5㎥）

事業範囲　指宿市全域・鹿児島市（喜入地区）・南九州市（頴娃地区）

事　業　所　名

所　　在　　地

T　　E　　L

F　　A　　X

E - m a I l

0993-22-5110

0993-22-2846

代　　表　　者

連　　絡　　先

協業組合　薩󠄀南浄水管理センター

代表理事　德永　博光

環境管理責任者　内木場　雄一

〒891-0404　鹿児島県指宿市東方字本村西10473番地3

令和 5

令和

令和

令和

令和

登録・許可名称

浄化槽保守点検

業者登録

特別管理産業廃棄物

収集運搬業許可

産業廃棄物

収集運搬業許可

令和

鹿児島県知事

令和

令和

5

4し尿投入

許可証

（指宿市）

11

2 年 9 月 10

1

1

4

4

4

5

4

4 月

年 8

月

月

月

月

月

月

年

年

年

年

年

年

4

4

4

年

年

年

月

4

4

日

日

令和

令和

令和

令和

令和

日

日

日

日

日

日

日

令和

日

日

令和

8

6

10 年 5 月

令和

許 可 番 号

指令第5－17号

31

7 年 8 月 10 日

7

令和

令和

04657028807号

04617028807号

31 日

日

日

発　行　者 許　可　年　月　日 有　効　期　限

31 日

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

年

年 31

第1号

鹿児島県知事

鹿児島市長 5 6 1 10 5

指令第5-15号

第493号１

指令指第5号

第410号

第488号１

第14号

月

月

月

月

月

1

1

1

第02－02号

-２-

3

3

3

3

3

3

3

3

7

6

6

7

6

年

年

年

1

1

1

31

31

31

31

年 9 月

年

年

年

年

9

第1号

31

（南九州市）

EA21取り組みの対象組織及び活動範囲

浄化槽の保守点検及び清掃　・　し尿汲み取り　・　下水道の管路清掃

事業許可・登録及び委託契約の内容

令和5年6月現在

指宿広域市町

村圏組合管理

日

浄化槽清掃業許可

鹿児島市長

指宿市長

南九州市長

一般廃棄物

処理業許可

鹿児島市長

指宿市長

南九州市長

日 令和鹿児島県知事 令和

31



◆ 産業廃棄物収集運搬業許可

事業の範囲 廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、コンクリートくず及び陶磁器くず、

木くず、繊維くず、動物性残渣、動物のふん尿

以上14種類(特別管理産業廃棄物を除く。)の収集運搬(積替え又は保管を含む。)

303

運　搬　量（ｔ）

グリストラップ汚泥

種　　別

年度実績）

種　　別

限り特定有害産業廃棄物であるものを除く。）、感染性産業廃棄物

以上3種類の種類及び運搬（積替え及び保管を除く。）

事業の範囲

あるものを除く）、廃アルカリ（水素イオン濃度指数12.5以上のものに

3,278

がれき類、汚泥(有機性のものに限る。)、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、

-３-

◆

し　　尿

浄化槽汚泥

◆ 収集運搬実績 （年間収集量 令和 4

20,563

運　搬　量（ｔ）

0下水道汚泥

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

廃酸（水素イオン濃度指数2.0以下のものに限り、特定有害産業廃棄物で



9.6 平成

鹿児島

車両一覧（運搬車等）

協業組合　薩󠄀南浄水管理センター

令和5年6月　現在

糞尿車

車　種 積載量㎘ 車 体 形 状

バキューム車

登 録 年 月 日 備　　考

1号

自 動 車 登 録 番 号

26 年800鹿児島 は 1608 6 月

鹿児島

鹿児島

〃

〃

〃

〃

鹿児島

〃

〃

〃

〃

〃

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

ダンプ

産廃車

〃

3.0t

鹿児島〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 鹿児島

〃

鹿児島

ダンプ

830 せ

そ

3.7

3.0

430

す

800

830

830

830

800

830

す

さ

す

そ

830

830

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 6.3 鹿児島 平成

830

830

830

平成3.0

2.7

鹿児島

鹿児島

鹿児島

800 さ

830

830 さ

800

830

3.0

2.7

3.0

6.3

9.5

3.7

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2.7

2.7

1.41

1.8

2.7

3.7

〃 3.0

令和

24

29

25

1

31

25

30

28

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

1

平成

8

9

12

26

29

27

27

28

年

年

年

19

29

20

年

年

年

年

月

月

月

月

月

5

8

8

6

9

8

9

月

月

月

月

月

7

8

4

5

月

2号

3号

5号

6号

7号

9号

10号

11号

月

月

月

月

15号

月

月 30号　　濃縮車

12号

13号

16号

年

月 22号

23号

年 6 月 26号

年

年16

21号　　産廃専用車

29号　　産廃専用車

年

年

年

年

年

平成

令和

平成

さ

さ

702

平成す

19号

3312

305

306

707

1009

410

311

312

213

316

平成

平成

2

2

7

7

年

年

419

年

た

せ

す

せ

ね

421

7616

115

147

323

1135

さ

25号325 令和 3 年 5 月塵芥車 3.0t パッカー 鹿児島 830 さ

さ 4824 平成 14 年 9 月 15号

洗浄車 2.62 高圧洗浄車 鹿児島 830 さ 2805 平成 28 年 5 月

給水車 3.6 バキューム車 鹿児島 800

-４-

830 す 326 令和 2



令和5年6月　現在

車　種 積載量㎏ 車 体 形 状 自 動 車 登 録 番 号 登 録 年 月 日 備　　考

車両一覧（管理車等）

協業組合　薩󠄀南浄水管理センター

1号

〃 〃 〃 鹿児島 483 さ 202 令和 2

201 令和 2 年 4 月管理車 350 バン 鹿児島 483 け

年 4

い 2905 平成 29

月 2号

〃 〃 〃 鹿児島 483 え 3号1903 平成 29 年 3 月

平成 30

年 3 月 5号

〃 〃 〃 鹿児島 483 あ 6号2506 平成 25 年 6 月

〃 〃 〃 鹿児島 483

年 7 月 7号

〃 〃 〃 鹿児島 483 こ 8号2608 平成 26 年 5 月

〃 〃 〃 鹿児島 480 い 3007

9号

〃 〃 〃 鹿児島 483 き 10号2810 平成 28 年 11 月

〃 〃 〃 鹿児島 480 あ 3009 平成 30

鹿児島 483 か 2811 平成 28

年 7 月

え 2514 平成 25

年 2 月 11号

〃 〃 〃 鹿児島 483 く 12号2812 平成 28 年 12 月

〃 〃 〃

平成 24

年 6 月 14号

〃 〃 〃 鹿児島 483 う 16号2616 平成 26 年 5 月

〃 〃 〃 鹿児島 483

年 9 月 17号

〃 〃 〃 鹿児島 483 あ 18号2818 平成 28 年 2 月

〃 〃 〃 鹿児島 483 あ 2717

19号〃 〃 〃 鹿児島 480 せ 4666 平成 23 年 7 月

せ 1358 昭和 61

トラック 〃 軽トラック 鹿児島 480 あ 3838 平成 17 年 3 月

年 ― 月 特管〃 〃 〃 鹿児島 43

集金車 ー 軽乗用 鹿児島 584 い 2016 平成 28 年 5 月

-５-



環境運営組織体制

環境推進委員会　6名

代表者

代表理事　德永　博光

環境管理責任者

内木場　雄一

業務課管理課 事務課

8名

8名

-６-

廃棄物

燃料

電気・ガス・グリーン購入

関連事業所：なし

以上

10名

10名

3名

3名

環境教育

化学物質・サービス・環境配慮

水・掃除



-７-

※*2、*3　燃料CO2排出係数は、ガソリン：2.32㎏-CO2/㍑　軽油：2.58㎏-CO2/㍑で算出

※電力のCO2排出係数は、九州電力2019年度調整後排出係数0.371kg-CO2/kWhに遡って算出

廃棄物

排出量

一般

産業

13,747

29,929 29,386

2,440

㎥/年排水量（給水量）

kwh/年

ℓ/年

ℓ/年

㎏/年

㎏-年

㎏-CO2/年

ガソリン使用量*2

軽油使用量*3

購入電力　※

11,301

4令和 令和 令和

1,630

472 486 462

13,773 14,060

62,307 62,499 62,460

2,440

32,619

なものを購入することにしています。将来的には購入部材のグリーン調達につなげます。

　化学物質使用量の削減は浄化槽維持管理上難しく、適正使用や管理を徹底する取り組みを

行います。そのためにも取り扱う消毒剤等の化学物質の用法・用量（希釈倍率も含む）

を厳守します。

　事業に伴うサービスに関する環境配慮は、お客様の浄化槽の維持管理向上やお客様への

情報提供に努めます。

（２）

年度 年度 年度2 3単位

過去３年間の環境負荷の実績

項目

2.

（１）

環境活動の取り組み

環境負荷削減への取り組みへの考え方

　当社の業務は、顧客浄化槽の保守点検及びし尿・浄化槽汚泥の収集運搬です。したがって、

エネルギー量（二酸化炭素排出量）はほとんどが自動車燃料の消費によるものです。

30,462

1,546 1,546 1,550

10,385 10,197

尚、二酸化炭素排出量は社用車の排出量が多い関係から、平均燃費当たりでの向上を目指し

ています。

　廃棄物総排出量は、当社事業活動に伴って発生する廃棄物の削減に取り組みます。

　水は主に浄化槽の保守点検機器及び収集運搬車両の洗浄に使用しますので、雨水利用や

節水による削減に取り組みます。

　グリーン購入は、当面事務所棟で使用する事務用品はエコマーク表示・リサイクル可能

kg-CO2/㍑ 31,893 31,953

kg-CO2/㍑ 160,752 161,247 161,147



Kg-CO2

○

12

達成100％

12

5 年度の目標年度の環境実績と令和

目標値 実績値

○

○

○

×

4

29,772

△5％

11,045

+6％

3,722

△6％

1,718

△6％

△

30,462

△3％

11,301

○

3.91 4.11 4.35

12.8

△9％

+11.2％

評価

令和４年度

R4.４

～Ｒ5.3

目標値

令和５年度

Ｒ5.4

～Ｒ6.3

目標値

地域貢献

活動

産業廃棄

物の削減

一般廃棄

物の削減

軽油

373

1,7011,790

12

△5％

kg

ℓ

年/回

以上

回/月

費

向

上

（３）令和 2 ～

ガソ

リン

単位

kwh

ｋｍ/ℓ

ｋｍ/ℓ

令和

31,339

基準値

平成29年度

H29.4

～H30.3

11,627

12.19

電力の

削減

項目

燃

令和６年度

Ｒ6.4

～Ｒ7.3

29,145

△7％

10,813

29,459

△6％

10,929

12.92

+6％

4.14

※ 電力のCO2排出係数は、九州電力2019年度調整着排出係数0.371kg-CO2/kWhで遡って算出

水の削減 ㎥
△5％ +18％ △7％

1,665

△7％

365

1212

年/回

以上

369

△6％

12

12 12

393 462

○

○

3,960 3,762 1,550

△5％ △61％

3,683

△7％

13.00

化学物質

適正管理

浄化槽

適正管理

12

-８-

13.04

浄化槽適正管理の目標は、鹿児島市の指導により、浄化槽点検回数を2カ月に1回以上の

保守点検及び年1回以上の清掃（汚泥の適正抜き取り）を行うこととしている

※

12

12

評価 ： 〇目標達成 △目標未達成（10％未満） ×目標未達成（10％以上）

12 12 14

+5％ +6.6％

達成117％

達成100％

1,630

12

+5％

+7％

4.18

+7％



#

①電気の削減

〈活動内容〉

（４） 令和２年度の活動実績と評価及び次年度への取り組み

１.二酸化炭素排出量削減

項目

電機の

削減

不要な電灯、電気、使用しない場所はこまめに消す

冷暖房機の温度調整(室内温度：冷房28℃・暖房20℃)

複合機を使用しないときは節電モードにする

待機電力を減らす

冷蔵庫温度を適正にする（季節に合わせる）

具体的な環境活動計画 判定

〇

〇

〇

〇

問題点・是正処置

無し

無し

無し

無し

無し

〇

〈評価〉

　猛暑日も多く、エアコンの稼働時間が多かった。サーキュレーター等も使用し、

設定温度+1度を心掛けたが、朝夕の人が多い時間帯は、設定を下げて使用した事と

換気の為、出入り口扉を閉じ切らない状態にしていたため、電力使用量が多くなった。

-９-

0
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1,000

1,500

2,000
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3,500

4,000

4,500
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電  力  使  用

電力使用 目標値kwh 電力使用 実使用kwh



自動車燃料の削減（燃費の向上）

〈活動内容〉

空気圧

車両点検

エコドライブ

の徹底

②

オイルエレメント

項目

燃費測定

燃料

エンジンオイル

具体的な環境活動計画

月末に各車両担当者は1カ月の走行距離を記入

月末に自動車燃料係が請求書でチェック

車検時及び半年で交換

ガソリンスタンド等でこまめにチェック

車検時交換

〇

〇

問題点・是正処置判定

〇

〇

〇

〇

無駄なアイドリングはしない

タイヤの空気圧から始まる点検・整備

（目視・給油時に点検）

自分の燃費を把握する

適時車両担当者が実施

ふんわりアクセル「ｅスタート」の実施

車間距離にゆとりをもって、

急加減速の少ない運転の実施

要改善

○

△

〇

〇

〇

〇

エアコンの使用は適切にする

〈評価〉

　二酸化炭素削減（燃料）は、業務の関係上、燃費ｋｍ/ℓで算出した。

ガソリン車、ディーゼル車共に燃費の向上が見られたが、ガソリン車が

あと一歩というところで目標燃費に届かなかったが、運転者の心掛けが

燃費の向上に表れたようだ。

無駄のない順路 〇
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〈活動内容〉

③ 一般・産業廃棄物の削減

具体的な環境活動計画

分別回収を徹底し、再資源化を図る

一般・産業廃棄物の排出抑制を図る

項目

廃棄物の削減

3Ｒ運動

コピー用紙の裏面利用

問題点・是正処置

無し

無し

無し

無し

判定

〇

〇

〇

〇

〈評価〉

一般廃棄物、産業廃棄物共に年間平均でみれば目標達成できた。

今後も排出量の削減を意識して行く。

-１２-

0

50

100

150

200

250

300

350

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月

一  般  廃  棄  物

廃棄物（一般） 目標値 ㎏ 廃棄物（一般） 排出量 kg

0

50

100

150

200

250

300

350

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月

廃棄物（廃油）

廃棄物（ 廃油） 目標値 ℓ 廃棄物（ 廃油） 排出量 ℓ



水の削減④

〈活動内容〉

項目

水使用時は、こまめに開閉し適切な水量

具体的な環境活動計画

〈評価〉

雨水（中水）の利用

適時漏水確認

水の削減

判定

〇

〇

〇

〇

洗車時は、水圧を下げる

問題点・是正処置

無し

無し

無し

無し

　

　

顧客の浄化槽や汚泥配管等の清掃水は例年雨水の貯水と河川、上水道を利用するが、特殊

車両の高圧洗浄車は上水道仕様の為、稼働が増え、上水道の使用量が増えた。

また、中水（雨水）の利用は降雨が少なく、貯水量低下し、上水利用が増えてしまった。
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その他

グリーン購入について

〈活動内容〉

〈評価〉

⑤

・ 化学物質の管理と適正使用の推進、製品の用法・用量（希釈倍率含む）を厳守

ピーピーエルの製品は備品庫に毒劇物保管表示を掲げ、保管しています

殺虫剤（スミチオン乳剤）使用に関しては、希釈倍率を厳守して使用するよう

⑥

化学物質の適正管理

事業にに関する環境配慮の取り組み

殺虫剤は有害化学物質を含んでおり、多少なりと人体に影響があると考えられます

以前より有害化学物質を含まない殺虫剤（水溶性）使用を検討しており、

今後も引き続き検索していきます

・

・

すると共に情報を共有して使用します

メタノール、ポリ塩化アルミニウム、苛性ソーダ、テイクワンＬ、マイクリーナ、

指導しています

殺虫剤使用は、水溶性が容易に使用でき安価で購入可能でありますが、水溶性の・

⑦ 地域奉仕活動

・ 浄化槽清掃時の汚泥の適正引き抜きを徹底します

無管理浄化槽の新規契約に取り組みます

苦情等があった場合、速やかに処理し、苦情報告書、口頭等で事態把握をし

同様な苦情等が再発しないよう社員へ周知徹底させます

車両事故名護が発生した場合、事故報告書提出と同時に原因を把握し、

再発防止及び安全運転の徹底を指導します

・

・

・

・ 毎週定期的に社内清掃と錦江湾クリーンアップ作戦等積極的に参加します

産業資源循環協会での合同清掃及び不法投棄パトロール等積極的に参加します

社屋周辺の清掃活動を積極的に行います。

・

・
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・ 県内外問わず災害復旧等への協力参加。

⑧

・ ボールペン、製本テープ等文房具はエコマーク表示、リサイクル可能なものを購入

・ 車両購入に関しては長期排ガス規制に適合した車両にし排気ガスの排出抑制に寄与する

・ 作業服等購入時はリサイクル製品、エコマーク表示のものを購入

　事務用品購入等は今まで通り続けていく

車両に関しては入れ替えを進め排出ガス（Nox・PM法　適合車）への代替えを

進めていく。



環境関連法規の違反・訴訟

法的義務を受ける主な環境関連法・条例等は次の通りです

代表者による全体の評価と見直し

（６）

法令・条例名

浄化槽法

廃棄物処理法

自動車リサイクル法

（７）

改正リサイクル法 パソコン

該当する設備・項目

委託契約・マニフェスト発行、管理

許可証・点検記録

要求事項

家電リサイクル法

許可・清掃記録

一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

浄化槽清掃業

浄化槽保守点検業

新車購入時

自主簡易点検・廃棄時適正処理

廃棄時適正処理・リサイクル料支払

廃棄時メーカー引き取り

許可・保管表示

環境関連法規規制等の順守状況を定期評価した結果、環境法制の逸脱は有りません。

また、過去3年法的違反・地域からの苦情、行政からの指導は有りません。

（令和５年６月現在）

業務用エアコン

（7.5㎾以上は無し）

テレビ・冷蔵庫・洗濯機

自動車

フロン排出抑制法

　令和４年度の目標達成状況は、電気と水使用量が多く、未達で他は達成できました。電気は

コロナ過でのくん長換気の影響でここ数年高止まりでしたが、コロナ過による空調換気の必要

性も減少し、今後は目標達成が見込めます。水削減の未達は顧客の浄化槽清掃時の補給水に雨

水や河川水、水道水を使用するが今年は水道水の使用比率が高くなったことが要因です。水道

水の使用比率を下げる努力をして行きます。その他は全従業員の活動の成果が実り、目標を達

成することができました。

　エコアクション21による環境マネジメントシステムの運用は定着化してきていると思います

が、まだ全体活動を積極的に行う必要があり、環境教育を踏まえて一人ひとりの役割と行動を

高めていきます。

　目標未達項目の改善は勿論、上記以外の方針に掲げたテーマも社員一同エコアクション２１

のマネジメントシステムによる環境経営を推進し、社会貢献活動も含めｍ積極的に活動していき

ます。
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